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社報タイトル「誠意」は社内で

掲げる平成 28 年の標語です。 
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意誠
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マイナンバー収集 
についてのお願い

昨年中からマイナンバーの収集にご協力いただきありがとうございます。引き続き未提出

従業員様のマイナンバーに関しまして下記の事項に注意して収集をお願い致します。 

その他不明点、疑問点がございましたら 

各担当者にお問合せください 

社会保障・税番号制度 

○ 弊社の各担当者へ『番号通知カードのコピー』『個人番号カードのコピー』

『個人番号台帳兼届出書のコピー』のいずれかをお渡しください。 

○ 『個人番号カードのコピー』をご提出される方は、番号が記載されている

裏面のコピーをお願い致します。 

○ 弊社へご提出いただく『扶養控除申告書』へのマイナンバーのご記載は不

要です。 

 

再三のお知らせとなりますが、本年（平成２８年度）の 

年末調整・支払調書からマイナンバーが必要となります。 
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In 栃木ヶ丘ゴルフ倶楽部

平成２８年１１月８日火曜日、栃木県栃木ヶ丘ゴルフ倶楽部にて当事務所の第１４回

親睦ゴルフ大会を開催いたしました。 
予報では曇りとなっていましたが、皆様の熱意のおかげか空には暖かい陽が姿を表し

絶好のゴルフ日和となりました。 

参加者の皆様には朝早くからお越し

いただき、丘陵地を巡るコースでイン

コース、アウトコースを合わせ２６組

１０２名による、熱い戦いが始まりま

した。 
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パーティー及び表彰式にもご臨席いただき、誠にありがとうございます。おかげさまで、

好評のうちに閉会することができました。 
次回の親睦ゴルフ大会は平成２９年１１月１４日火曜日の開催となります。より良い大会

になるよう職員一同精一杯取り取り組んでまいります。 

来年も皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

総合優勝「㈲川口木材工芸」 

吉川和希 様 

準優勝「㈱東洋ランテック」 

森川昌紀 様 

総合３位「砂場 そば屋」

坂田浩一 様

乾杯のご挨拶 

元川口警察署長 中村孝司 様 

閉会のご挨拶 

㈱関東セーフティ 石田政一 様 
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(訳) 神代の時代にさえこんなことは聞いたことがありません。竜田川一面に紅葉が散りしいて、流

れる水を鮮やかな紅の色に染めあげるなどということは。 

秋の鮮やかな情景を感じる歌ですが・・・ 
 作者の在原業平は、恋多き美男かつ才能にも恵まれ、「伊勢物語」の主人公のモデル

とされています。 

身分違いで引き離された、かつての恋人への情熱を思い返し詠んだ歌ともいわれて

います。竜田川を染めた真っ赤な紅葉が、当時の恋心のようだ…とも解釈できません

か？ 

色彩豊かな風景が目に浮かぶような歌ですが、実は屏風に描かれた絵に合わせて詠ん

だ「屏風（びょうぶ）歌」で、実際の風景を見て詠んだ歌ではないのも驚きです。 

「ちはやぶる」からはじめる百人一首 
百人一首といえば、どのように思われますか。昔、習ったとか、遊んだとか、競

技かるたのファンなど。最近では百人一首を題材にしたマンガなども出てきてい

ます。百ある歌の一つ一つには、いにしえの人々の想いが込められています。そ

んな想いは、現代にも通じるものがあるかと思います。 

まずその中から、秋らしい一首をご紹介しましょう。 

(訳) この先もっと長く生きていれば、辛いと思っている今この時も、また懐かしく思い出されるでし

ょう。辛く苦しいと思っていた昔の日々も、今となっては恋しく思い出されるのだから。 

まさに、百人百色。人の数だけ想いは色々です。今回全てを紹介できませんでしたが、

百ある歌の中で、時代を超えて共感できる歌、貴方にもあるかもしれませんね。 
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心折れそうな時に励まし、将来を信じる前向きな歌 
作者の藤原清輔が、昇進できずに悩んでいた友人を慰めるために詠んだ

歌だと言われています。清輔自身も、多彩な作風で知られた人ですが、決し

て恵まれた境遇ではなかった様です。 

誰にでも、思い通りにならない辛さを抱える時期があるかと思います。あ

の頃は辛かったけど、懐かしいと思える様になれたなら･･･ 

それを乗り越えた時に又、新しい未来が待っているものです。 

さあ、明日もがんばろう！ そんな風に私たちに勇気を与えてくれる一

首ではないでしょうか？ 

次に、こんな一首はいかがでしょうか。 

出典：古今集 第五巻 秋下 

出典：新古今集 第十八巻 雑下 


